
　
2
0
0
6
年
の

医
療
法
改
正
以

降
、
医
療
法
人
制

度
改
革
と
し
て
医

療
法
人
継
承
問
題

や
「
持
ち
分
な

し
」
医
療
法
人
へ
の
移
行
促

進
、
法
人
合
併
に
伴
う
諸
課
題

の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
て
き

た
。
11
年
規
制
改
革
会
議
で
も

医
療
法
人
の
合
併
が
議
論
さ

れ
、
13
年
の
「
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
報
告
書
」
で
医

療
法
人
と
社
会
福
祉
法
人
の
合

併
の
形
と
し
て
非
営
利
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー（
H
D
C
）

が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
時
す
で

に
委
員
の
権
丈
善
一
氏
は
こ
れ

が
2
0
2
5
年
地
域
包
括
ケ
ア

の
一
つ
の
最
終
形
と
踏
ん
で
い

た
節
が
あ
る
。
即
ち
一
つ
の
親

H
D
C
の
下
に
、
病
院
・
診

療
所
・
老
健
等
の
施
設
・
老
人

ホ
ー
ム
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス
系・

ヘ
ル
ス
ケ
ア（
含
介
護
予
防
）等

々
を
子
会
社
化
し
、地
域
内
の

患
者
・
被
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

全
て（
最
期
の
看
取
り
ま
で
）こ

の「
会
社
」内
で
賄
う
ビ
ジ
ネ
ス

が
成
り
立
て
ば
、
そ
の
地
域
の

2
0
2
5
年
問
題
は
解
決
さ
れ

る
イ
メ
ー
ジ
だ
。
問
題
は
少
数

の
巨
大
法
人
が
領
域
住
民
全
て

を
囲
い
込
む
中
で
、
患
者
は
法

人
の
都
合
に
振
り
回
さ
れ
て
も

（
例
え
ば
病
院
・
訪
看
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
リ
ス
ト
ラ
や
介
護
保

険
か
ら
自
費
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の

強
制
移
行
な
ど
）
他
に
逃
げ
場

が
な
い
こ
と
、グ
ル
ー
プ
以
外
の

医
療
機
関
等
は
淘
汰
さ
れ
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
法
人
が
支
配

す
る
地
域
は
採
算
が
取
れ
る
医

療
圏
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。
不
採
算
地
域
に
は
自
治

体
病
院
や
地
区
医
師
会
頼
み
で

自
治
体
型
H
D
C
類
型
な
ど

を
作
ら
せ
る
目
論
見
の
よ
う
だ
。

　
法
人
運
営
の
問
題
も
大
き

い
。
傘
下
の
各
事
業
体
の
意
思

を
ど
う
公
正
に
反
映
さ
せ
る

か
、
ま
た
事
業
内
容
は
老
人

ホ
ー
ム
や
配
食
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

等
々
営
利
企
業
の
子
会
社
参
画

が
必
然
視
さ
れ
る
中
で
、「
非

営
利
」
を
ど
う
貫
く
か
な
ど
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
が
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後

の
正
式
な
検
討
会
議
の
開
催
前

に
、
す
で
に
産
業
競
争
力
会
議

や
経
済
同
友
会
は
民
間
営
利
企

業
の
参
入
推
進
や
民
間
企
業
と

の
イ
コ
ー
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

思
想
を
提
言
し
、「
非
営
利
」

の
理
念
は
変
質
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
儲
か
り
戦
略
も
う
一
つ
の

H
D
C
類
型
は
大
学
病
院
を

大
学
か
ら
切
り
離
し
大
病
院
グ

ル
ー
プ
の
中
軸
に
据
え
て
、
新

薬
や
医
療
機
器
の
研
究
開
発
・

販
売
・
特
許
取
得
等
の
巨
大
産

業
体
形
成
の
方
向
で
あ
る
。
治

験
も
入
院
患
者
で
迅
速
に
行
え

る
。
こ
れ
に
「
患
者
申
出
療

養
」
が
絡
む
と
未
承
認
療
法

（
薬
）
が
ド
ン
ド
ン
実
験
治
療

可
能
と
な
り
、
自
費
診
療
分
が

儲
か
り
に
上
乗
せ
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
財
界
を
中
心
に

夢
は
膨
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し

こ
れ
は
公
的
医
療
費
抑
制
、
自

費
医
療
・
介
護
の
社
会
構
造
で

あ
り
、
果
た
し
て
国
民
・
地
域

住
民
・
医
療
や
介
護
を
受
け
る

者
に
と
っ
て
、
ま
た
既
存
の
病

院
（
特
に
中
小
規
模
）
や
診
療

所
・
訪
看
事
業
所
・
高
齢
者
諸

施
設
等
に
と
っ
て
、
そ
し
て
日

本
の
医
療
・
介
護
や
健
康
・
福

祉
政
策
の
あ
り
方
と
し
て
望
ま

し
い
姿
な
の
か
？　
今
後
の
前

の
め
り
の
議
論
に
は
強
い
歯
止

め
が
必
要
で
あ
る
。

「
非
営
利
」ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
持
ち
株
会
社：H
D
C
）構
想
に
歯
止
め
を
！

　
孔
子
の
言

葉
に
「
義
を

見
て
せ
ざ
る

は
勇
無
き
な

り
」
が
あ
る
。
先
日
、
反
核
京

都
医
師
の
会
が
復
刻
・
発
行
し

た
『
医
師
た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ
』

を
読
ん
で
原
爆
投
下
直
後
に
調

査
と
救
援
に
向
か
っ
た
、
あ
る

い
は
現
地
で
の
救
助
活
動
に
携

わ
っ
た
人
た
ち
の
活
動
を
読
ん

だ
。
そ
の
中
に
は
、
直
後
の
台

風
と
山
津
波
の
た
め
に
命
を
落

と
し
た
人
た
ち
も
少
な
く
な
い

▼
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
中
で

も
、
医
学
部
関
係
者
達
は
父
母

か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
人
で

あ
っ
た
り
、
私
達
が
医
学
部
で

教
え
を
受
け
た
人
で
あ
っ
た
り

す
る
の
で
、
実
に
身
近
な
こ
と

と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
活
動
は

ま
さ
に
「
義
」
で
あ
る
▼
と
こ

ろ
で
最
近
、
集
団
的
自
衛
権
が

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
「
義
を
見
て
…
」
と
理

解
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
ま
た

医
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
が
戦

地
に
赴
く
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
な
い
▼
た
し
か
に
傷
つ
い

た
人
達
の
救
援
に
赴
く
の
は

「
義
」で
も
あ
り「
仁
」で
も
あ
る

が
、
直
接
我
が
国
と
敵
対
し
て

い
た
わ
け
で
も
な
い
勢
力
を
攻

撃
し
、
そ
の
た
め
に
傷
つ
い
た

人
達
の
救
護
に
向
か
う
と
い
う

の
は
い
わ
ゆ
る「
マ
ッ
チ
ポ
ン

プ
」で
あ
り
、「
火
事
場
泥
棒
」と

さ
え
言
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
特
に
そ
れ
に

よ
っ
て
何
ら
か
の
利
得
が
得
ら

れ
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
で
は

な
い
か
？
▼
参
考
文
献
『
医
師

た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ 

復
刻
増
補
』

（
つ
む
ぎ
出
版
）『
軍
医
殿
！
腹

を
や
ら
れ
ま
し
た
』（
か
も
が

わ
出
版
）『
空
白
の
天
気
図
』

（
文
藝
春
秋
） 

（m
ykonos

）

　
協
会
は
9
月
1
日
、
民
主
党
の
京
都
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
民
主
党

か
ら
は
、
泉
健
太
（
民
主
党
京
都
府
連
会
長
）・
前
原
誠
司
・
山
井
和
則
各
衆
議
院
議
員

と
、
民
主
党
京
都
府
連
の
政
調
担
当
者
で
あ
る
中
小
路
健
吾
京
都
府
議
会
議
員
、
河
口
靖
子

木
津
川
市
議
会
議
員
、
そ
し
て
正
木
幸
一
氏
（
福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
・
代
理
）
が
出
席
し

た
。
協
会
は
垣
田
理
事
長
、
渡
邉
副
理
事
長
、
鈴
木
卓
副
理
事
長
、
礒
部
理
事
が
出
席
。

社
会
保
障
政
策
な
ど

５
要
望
伝
え
る

　
冒
頭
、
垣
田
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
を
受
け
、
泉
議
員
が
民
主

党
京
都
府
連
会
長
と
し
て
あ
い

さ
つ
。
垣
田
理
事
長
の
国
会
訪

問
活
動
へ
の
謝
辞
を
述
べ
る
と

同
時
に
、
政
権
交
代
後
の
政
権

運
営
能
力
が
、
ま
だ
ま
だ
知
見

が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
真
摯

に
反
省
し
た
い
と
述
べ
た
。
ま

た
、
社
会
保
障
費
が
拡
大
し
て

い
る
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中

自
由
主
義
改
革
と
決
別
し
、
不

戦
・
平
和
と
国
際
協
調
を
重
ん

ず
る
国
づ
く
り
を
②
安
倍
・
成

長
戦
略
に
よ
る
医
療
の
産
業
化

路
線
に
反
対
し
、
生
命
の
平
等

を
守
る
社
会
保
障
制
度
の
拡
充

を
③
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持

し
、
都
道
府
県
の
医
療
費
抑
制

主
体
化
は
中
止
を
④
人
々
の
生

命
と
健
康
を
守
り
、
長
寿
社
会

を
実
現
し
て
き
た
開
業
医
医
療

の
良
さ
の
再
評
価
を
⑤
医
療
事

故
調
査
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
原
因
究
明
・
再
発
防
止

を
目
的
と
し
、
医
師
個
人
へ
の

責
任
追
及
の
た
め
の
も
の
に
な

ら
な
い
よ
う
に

－

。

皆
保
険
堅
持
は
党
内
で
一
致

　
こ
れ
を
受
け
、
民
主
党
か
ら

は
山
井
議
員
が
民
主
党
の
社
会

保
障
政
策
を
説
明
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
戦
争
し
な

い
こ
と
は
最
大
の
福
祉
で
あ
り

共
感
す
る
。
②
に
つ
い
て
、
理

念
的
に
は
、
社
会
保
障
の
重
視

は
民
主
党
の
基
本
的
な
政
策
。

混
合
診
療
は
党
内
で
も
賛
否
両

論
あ
る
が
、
国
民
皆
保
険
の
堅

持
は
一
致
し
て
い
る
。
③
に
つ

い
て
、
通
常
国
会
で
野
党
が
一

致
し
て
反
対
し
た
の
は
総
合
確

保
法
だ
け
で
あ
る
。
消
費
税
増

税
時
に
政
権
を
担
っ
て
い
た
民

主
党
に
と
っ
て
、
消
費
税
増
税

は
社
会
保
障
充
実
の
た
め
で
あ

り
、
カ
ッ
ト
ば
か
り
の
社
会
保

障
改
革
は
許
せ
な
い
。
介
護
保

険
改
革
に
よ
る
要
支
援
者
の
切

り
捨
て
は
、
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
の
争
点
と
な
る
。
都
道
府
県

に
よ
る
医
療
費
管
理
つ
い
て
、

ま
た
し
て
も
医
療
崩
壊
を
自
民

が
つ
く
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。
④
に
つ
い
て
、
日
本
の
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
世
界
一
で
あ

り
、
開
業
医
の
存
在
が
重
要
。

開
業
医
の
存
在
が
医
療
費
の
高

騰
を
抑
え
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
⑤
は
、
賛
否
両
論
あ
る

が
、
大
野
病
院
事
件
の
よ
う
な

事
態
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
加
え
て
、
山
井
議
員
は
民
主

党
政
権
下
で
診
療
報
酬
を
プ
ラ

ス
改
定
し
た
。
今
次
改
定
は
実

質
マ
イ
ナ
ス
で
、
現
場
医
療
機

関
か
ら
消
費
税
を
あ
げ
た
の
に

な
ぜ
カ
ッ
ト
す
る
の
か
と
怒
り

の
声
が
あ
る
。
民
自
公
の
合
意

は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
増
収

分
12・3
兆
円
の
う
ち
2・8
兆

円
は
社
会
保
障
充
実
、
残
り
は

維
持
に
使
う
と
し
て
き
た
。
し

か
し
、
安
倍
政
権
が
復
興
法
人

特
別
税
の
廃
止
前
倒
し
で
8
千

億
、法
人
税
減
税
2
・5
兆
円
、

7
兆
円
の
公
共
事
業
と
、合
意

を
破
り
つ
つ
あ
る
と
批
判
し
た
。

　
そ
の
後
は
集
団
的
自
衛
権
や

社
会
保
障
改
革
、
地
域
医
療
の

課
題
ま
で
幅
広
く
意
見
交
換

し
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
政
策

協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

で
は
社
会
保
障
費

が
天
井
に
達
し
た

わ
け
で
は
な
い
。

「
社
会
保
障
の
充

実
」
は
協
会
と
共

通
し
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
こ
ま

で
社
会
保
障
財
政

の
負
担
が
許
容
で

き
る
か
、
真
摯
な

話
し
合
い
が
必
要

と
し
た
。

　
続
い
て
、
協
会

か
ら
五
つ
の
内
容

に
つ
い
て
要
望
、

説
明
し
た
。
①
新

「
社
会
保
障
の
充
実
」め
ざ
し
て

民
主
党
国
会
議
員
と
意
見
交
換

向
か
い
側
左
か
ら
、

中
小
路
・
前
原
・

山
井
・
泉
・
河
口
・

正
木
の
各
氏
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メディカルページ http://www.healthnet.jp　保険医専用サイト http://www.hokeni.jp（ユーザー名・パスワードとも kyohoi)　メールアドレス info@hokeni.jp

日　時　10月26日（日）　14時～17時
ところ　池坊学園こころホール
ゲスト　田中 優子氏（法政大学総長）
参加費　無料・要申込（先着200人）
第１部　講演「江戸から学ぶ日本の倫理」
第２部　スペシャル対談　古都京都で倫理を語る！
　　　　田中優子氏×垣田さち子（開業医・西陣）×吉中丈志（京都民医連中央病院院長）
主　催　 「医の倫理」―過去・現在・未来―企画実行委員会～日本医学会総会2015関西にむけて～　

（問合せ・申込:京都府保険医協会　☎075・212・8877　　　info@hokeni.jp）

医の倫理 ― 過去・現在・未来　京都プレ企画

スペシャル対談
「これからの日本の医学 ― 過去・現在・未来 ― を語る」

本号に案内チラシを同封しています。
院内に掲示いただき、ぜひ広報のご協力をお願いします！

主な内容

日
弁
連
が
指
導
・
監
査
で
意
見 

（
2
面
）

総
合
確
保
方
針
・
秘
密
保
護
法
で
意
見
提
出 

（
2
面
）

保
険
医
年
金
の
生
保
シ
ェ
ア
変
更
に 

（
4
面
）



　
京
都
高
齢
者
大
学
健
康
講
座

の
第
5
講
は
9
月
4
日
、
協
会

副
理
事
長
の
鈴
木
由
一
氏
が

「
普
段
よ
く
み
ら
れ
る
耳
鼻
科

の
病
気
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
師

を
担
当
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
ま
ず
鼻
出
血
へ

と
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
。
多
く

の
人
は
、
止
血
し
よ
う
と

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
詰
め

る
が
、
こ
れ
は
抜
去
時
に
か
さ

ぶ
た
も
は
が
し
て
し
ま
い
、
再

出
血
を
起
こ
す
こ
と
。
何
度
も

入
れ
替
え
る
こ
と
で
傷
が
拡
大

す
る
こ
と
。
ご
く
ま
れ
に
取
り

残
し
が
あ
り
、
細
菌
感
染
を
引

き
起
こ
す
こ
と
な
ど
が
あ
る
と

説
明
。
ま
ず
は
血
液
を
飲
み
こ

ま
な
い
よ
う
前
傾
姿
勢
を
取

り
、
指
で
鼻
翼
の
圧
迫
を
行
う

よ
う
に
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
食
道
異
物
や
気
管

異
物
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や

ポ
リ
ー
プ
様
声
帯
な
ど
も
解

説
。
魚
の
骨
が
刺
さ
る
な
ど
の

異
物
で
は
、
昔
か
ら
ご
は
ん
や

パ
ン
を
鵜
呑
み
に
す
れ
ば
取
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
取
れ
な
い
と
述
べ
、
ま

ず
は
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
と

呼
び
か
け
た
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
は
、

環
境
省
の
花
粉
観
測
シ
ス
テ
ム

を
紹
介
し
、
京
都
府
内
3
カ
所

で
の
花
粉
飛
散
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
出
て
い
る
の
で
、
外

出
な
ど
の
参
考
に
で
き
る
と
説

明
。
ま
た
、
最
新
の
舌
下
免
疫

療
法
も
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
補
聴
器
の
正
し
い
選

択
方
法
や
利
用
方
法
を
解
説
。

補
聴
器
は
、
装
着
し
た
瞬
間
か

ら
よ
く
聴
こ
え
る
よ
う
に
な
る

も
の
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
日

常
で
慣
ら
し
て
い
く
練
習
期
間

が
必
要
だ
と
説
明
し
た
。

　
次
回
は
、
10
月
2
日
（
木
）

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
―
高
齢
者
が
な
り
や
す
い
病

気
、
骨
折
」
で
田
中
伸
明
氏
が

講
師
を
務
め
る
。
高
齢
者
大
学

は
、
中
途
入
学
が
可
能
な
の
で

患
者
さ
ん
に
ぜ
ひ
お
勧
め
い
た

だ
き
た
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、

協
会
事
務
局
ま
で
。

の
正
し
い
対
応

を
解
説
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
鼻

出
血
が
鼻
の
入

口
か
ら
約
1
〜

2
㎝
あ
た
り
、

鼻
の
内
側
の
鼻

中
隔
粘
膜
で
起

こ
っ
て
い
る
こ

　
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
が

順
次
施
行
さ
れ
て
い
る
。
6
月

25
日
に
は
同
法
に
基
づ
く
「
改

正
地
域
介
護
施
設
整
備
法
」

（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介

護
を
総
合
的
に
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
）
が
施
行
さ
れ

た
。
同
法
で
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
「
総
合
確
保
方
針
」
を
定

め
、
そ
の
下
に
都
道
府
県
や
市

町
村
が
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
さ
れ
、
こ
れ
が
新
た
に
造
成

さ
れ
る
基
金
や
、
今
後
の
地
域

医
療
構
想
や
介
護
保
険
事
業

（
支
援
）
計
画
の
内
容
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
、
国
は
「
総
合
確
保
方

針
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
に
つ

い
て
」
の
意
見
募
集
を
8
月
8

日
か
ら
実
施
。
協
会
は
、
総
合

確
保
方
針
に
お
け
る
「
基
本
的

な
方
向
」
に
つ
い
て
、
21
日
に

意
見
提
出
し
た
。

　
意
見
で
は
、
総
合
確
保
法
は

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
給

付
抑
制
を
す
す
め
る
も
の
で
あ

り
、「
川
上
」
か
ら
「
川
下
」

へ
一
定
期
間
内
に
、
不
可
逆
的

に
患
者
を
流
す
医
療
・
介
護
提

供
体
制
改
革
を
中
心
と
す
る
。

「
入
院
難
民
」「
介
護
難
民
」

「
看
取
り
難
民
」
を
生
む
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。
医
療
・
介
護

連
携
や
「
切
れ
目
な
く
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
体
制
」
の
実

現
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
現
在
の
政
策
を
転
換
し
な

い
限
り
、
必
要
な
医
療
・
介
護

は
保
障
さ
れ
な
い
。
つ
い
て

　
特
定
秘
密
保
護
法
の
運
用
基

準
案
に
つ
い
て
8
月
22
日
、
協

会
の
意
見
を
送
付
し
た
。
意
見

は
、
協
会
が
同
法
の
廃
案
を
求

め
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、

特
に
医
療
者
に
と
っ
て
看
過
で

き
な
い
「
適
性
評
価
」
に
つ
い

て
行
う
べ
き
で
な
い
と
し
た
。

　
同
法
は
、
特
定
秘
密
を
取
り

扱
う
者
に
適
性
評
価
を
受
け
る

こ
と
を
定
め
、
そ
の
項
目
に

「
薬
物
の
濫
用
及
び
影
響
に
関

す
る
事
項
」「
精
神
疾
患
に
関

す
る
事
項
」
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
た
め
に
、
医
療
機

関
に
照
会
し
て
精
神
疾
患
等
の

具
体
的
な
症
状
を
求
め
る
こ
と

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
国
会
答

弁
で
も
、
医
療
機
関
に
回
答
義

務
が
あ
る
と
さ
れ
、
患
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
医
師
の
守

秘
義
務
規
定
の
面
か
ら
問
題
と

さ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
成
立
が

強
行
さ
れ
て
い
る
。

　
法
文
に
は
医
療
機
関
の
回
答

義
務
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

医
師
の
守
秘
義
務
違
反
の
免
責

に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
な

い
。
義
務
が
あ
る
か
ら
と
回
答

す
る
と
、
守
秘
義
務
違
反
に
問

わ
れ
か
ね
な
い
。
適
性
評
価
の

実
施
は
本
人
同
意
が
前
提
と
さ

れ
、
医
療
機
関
等
へ
の
照
会
に

つ
い
て
も
同
意
書
を
と
る
こ
と

が
運
営
基
準
案
に
は
記
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
患
者

の
人
権
を
脅
か
す
お
そ
れ
や
患

者
と
医
療
者
の
信
頼
関
係
を
壊

す
懸
念
を
払
拭
で
き
る
と
は
い

い
か
ね
る
。

　
協
会
代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、「
回
答
義
務
」
に
つ
い
て

49
％
が
「
患
者
と
医
療
者
の
信

頼
関
係
を
壊
す
」
こ
と
を
懸
念

し
、
46
％
が
「
患
者
の
基
本
的

人
権
を
優
先
す
べ
き
」
と
し
、

同
法
に
つ
い
て
83
％
が
「
こ
の

ま
ま
施
行
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
も
踏

ま
え
、
医
の
倫
理
を
尊
重
し
、

国
家
の
要
請
よ
り
も
患
者
の
人

権
を
最
優
先
す
る
医
師
の
団
体

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
適
性
評

価
の
運
用
は
行
う
べ
き
で
は
な

い
と
訴
え
た
。

健 康 講 座

鈴木由一氏が身近な
鼻・のどの病気で講義

京都2014
高齢者大学

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁

連
）・
人
権
擁
護
委
員
会
は
8

月
22
日
、「
健
康
保
険
法
等
に
基

づ
く
指
導
・
監
査
制
度
の
改
善

に
関
す
る
意
見
書
」
を
発
表
、

厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
都
道
府

県
知
事
に
提
出
し
た
。
日
弁
連

が
、
保
険
医
療
機
関
お
よ
び
保

険
医
の
指
導
・
監
査
に
対
し

て
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
実
態

調
査
し
、
意
見
を
ま
と
め
た
の

は
初
め
て
。

　
日
弁
連
は
、
同
意
見
書
の
中

で
、
①
個
別
指
導
の
選
定
理
由

を
開
示
す
べ
き
②
指
導
対
象
と

す
る
診
療
録
は
適
切
な
準
備
を

行
う
た
め
に
必
要
か
つ
相
当
な

一
定
期
間
前
ま
で
に
連
絡
す
べ

き
③
指
導
へ
の
弁
護
士
の
立
会

権
を
保
険
医
の
権
利
と
し
て
認

め
る
べ
き
④
指
導
・
監
査
の
実

態
の
事
後
的
検
証
を
可
能
と
す

べ
く
、
録
音
・
録
画
を
保
険
医

等
の
権
利
と
し
て
認
め
る
べ
き

⑤
患
者
調
査
を
行
う
場
合
、
保

険
医
の
信
用
の
毀
損
等
を
最
小

限
と
し
、
調
査
結
果
は
保
険
医

等
に
開
示
す
べ
き
⑥
個
別
指
導

は
安
易
に
中
断
し
な
い
よ
う
、

ま
た
、
中
断
期
間
を
短
期
間
に

と
ど
め
る
べ
き
⑦
指
導
と
監
査

の
機
関
を
分
離
す
る
と
と
も

に
、
苦
情
申
立
手
続
を
導
入
す

べ
き
―
以
上
7
点
に
つ
い
て
、

改
善
等
を
求
め
て
い
る
。

　
今
回
の
意
見
書
は
、
自
身
も

日
弁
連
が
指
導
・
監
査
制
度
の
改
善
で
意
見
書

し
く
は
家
族
が
不
当
な
指
導
・

監
査
を
受
け
、
行
政
訴
訟
等
に

訴
え
た
医
師
、
歯
科
医
師
4
人

が
、「
指
導
、
監
査
」
に
お
け

る
運
用
の
実
態
調
査
と
関
係
機

関
へ
の
是
正
勧
告
な
ど
を
求

め
、
2
0
1
0
年
4
月
28
日
に

日
弁
連
・
人
権
擁
護
委
員
会
へ

提
出
し
た
要
請
書
を
受
け
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
。

　
山
梨
県
甲
府
市
の
み
ぞ
べ
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
溝
部

達
子
氏
は
、
こ
の
4
人
の
う
ち

の
1
人
。
保
険
医
療
機
関
お
よ

び
保
険
医
の
指
定
取
消
処
分
の

取
消
を
求
め
、
国
を
訴
え
た
裁

判
で
勝
訴
し
た
経
験
を
持
つ
。

現
在
、
弁
護
士
、
保
険
医
等
で

作
る
「
指
導
・
監
査
・
処
分
改

善
の
た
め
の
健
康
保
険
法
改
正

研
究
会
」
の
事
務
局
長
を
務
め

て
い
る
。
溝
部
氏
は
9
月
1

日
、
意
見
書
発
表
を
受
け
て
厚

労
省
内
で
記
者
会
見
し
、「
健

康
保
険
法
に
は
、
患
者
の
権
利

も
、
医
療
者
の
権
利
も
書
か
れ

て
い
な
い
。
日
弁
連
の
意
見
書

を
機
に
、
ぜ
ひ
法
律
を
見
直
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え
て
い

る
。

　
意
見
書
全
文
は
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ト
ッ
プ
に
あ
る
サ
イ
ト
内
検

索
に「
指
導
・
監
査　
意
見
書
」

と
入
力
し
検
索
す
れ
ば
ご
覧
い

た
だ
け
る
の
で
、
お
目
通
し
願

い
た
い
。

は
、
総
合
確
保
方
針
に
次
の
事

項
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
総
合
確
保
方
針
は
、
国
・
地

方
自
治
体
の
責
任
で
必
要
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
、
必
要

な
人
に
必
要
な
だ
け
、
確
実
に

保
障
す
る
た
め
の
方
針
で
あ
る

こ
と
。
急
性
期
・
回
復
期
・
慢

性
期
と
い
っ
た
、
政
策
側
の
都

合
で
患
者
の
病
気
を
分
別
し
、

移
動
を
促
す
政
策
で
は
な
く
、

個
々
の
患
者
の
病
態
や
生
活
環

境
に
応
じ
、
入
院
・
入
所
・
在

宅
で
の
療
養
を
保
障
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
保

障
の
責
務
を
、
国
・
地
方
自
治

体
が
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

選
定
理
由
の
開
示
、 弁
護
士
立
会
、 録
音
・
録
画
の
権
利
求
め
る

総
合
確
保
方
針
に
意
見

特
定
秘
密
保
護
法
に
意
見

医
療・
介
護
の
公
的
保
障
を
明
記
せ
よ

「
適
性
評
価
」は
医
の
倫
理
に
反
す
る

在宅医療点数のポイントをわかりやすく解説 !

テキスト  『在宅医療点数の手引』 2014年度改訂版 （3,000円）
 ※10月上旬発行予定 （希望者への有料販売のみ）
参加費 会員医療機関：無料
※ 参加ご希望の場合は、市区町村・医療機関名・参加代表者・参加人
数・連絡先・書籍購入の有無を明記の上、協会事務局までファク
ス（075-212-0707）かメール（info@hokeni.jp）でお申込み下さい。

詳細はグリーンペーパーNo.216（ 8月25日発行）をご覧下さい。

「在宅医療点数」説明会

【初級編】

【中級編】

【初・中級編】

【初・中級編】

10月15日（水）午後 2 時～ 4 時30分
京都府保険医協会・会議室 ルームＡ～Ｃ

10月23日（木）午後 2 時～ 4 時30分
京都府保険医協会・会議室 ルームＡ～Ｃ

10月18日（土）午後 2 時30分～ 4 時30分
舞鶴メディカルセンター 2 階講堂

10月30日（木）午後 2 時30分～ 4 時30分
木津川市中央交流会館 「いずみホール」 2 階会議室

共催　一般社団法人舞鶴医師会

共催　一般社団法人相楽医師会

京
都
市
会
場

舞
鶴
市
会
場

木
津
川
市
会
場

　協会では、この間、集中豪雨の
被害に遭われた医療機関を訪問さ
せていただいております。現在、
30医療機関（38会員）からご報告
いただいておりますが、まだ協会
へご連絡いただいていない場合
は、ご一報ください。
　協会は行政に対して、防災上の
措置や被災後の復旧支援など、早
急かつ特段の配慮を求めていくと
ともに、風水害等により床上・床
下浸水等の被害に遭われた会員に
対して、医療施設、居宅を問わず、
お見舞金を支給しております。

集中豪雨災害に対し
心よりお見舞い申し上げます

（第654回 社会保険研究会）

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 9 月 2 0 日第 2 9 0 5 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行

治療や対処を丁寧に解説する鈴木氏



部
に
負
担
が
か
か
り
、
そ
の

後
、
自
動
的
も
し
く
は
他
動
的

運
動
に
よ
り
発
生
し
た
可
能
性

が
極
め
て
高
い
と
推
測
し
た
。

ま
た
、
発
症
時
期
が
48
時
間
も

か
か
っ
て
い
る
の
は
分
娩
時
外

傷
と
し
て
は
遅
い
が
、
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
軽
い
骨
折
が
起

こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
予
後
に
つ
い

て
は
男
児
が
新
生
児
で
あ
る
の

で
、
最
低
で
も
1
年
間
は
様
子

を
見
る
必
要
が
あ
っ
た
。
男
児

に
特
段
に
骨
折
し
や
す
い
体
質

が
あ
る
か
否
か
遺
伝
子
の
検
査

を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
仮
に
術
直
前
に
エ
コ
ー

を
撮
っ
て
い
れ
ば
、
切
開
部
位

が
多
少
異
な
り
骨
折
に
至
ら
な

か
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

か
っ
た
。
な
お
、
術
前
の
説
明

で
、
母
体
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
通
常
通
り
行
っ
た
が
、
男
児

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
話
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

4
年
7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
卒
後
4
年
の
産
婦
人
科
医
師

が
当
該
医
師
で
あ
る
が
、
仮
に

ベ
テ
ラ
ン
の
医
師
で
あ
っ
て

も
、
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
可
能

性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
胎
児
は
骨
盤
位
で
、
か
な

り
下
が
っ
て
い
た
こ
と
が
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
判
明
し
て
い
た
の

で
、
エ
コ
ー
等
を
撮
っ
て
よ
り

慎
重
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
な
お
、
上
司
の
医

師
が
「
自
分
な
ら
こ
ん
な
事
故

に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
患
者

に
対
し
て
発
言
し
た
経
緯
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
発
言
は
根
拠

に
薄
く
、
院
内
の
人
間
関
係
や

体
制
に
疑
問
が
感
じ
ら
れ
た
。

医
療
安
全
は
組
織
が
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
医
療
機
関
の
職
場
環

境
に
は
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
賠
償
責
任
を
半
分
程
度

は
持
つ
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　
完
全
な
過
誤
と
は
判
断
し
難

か
っ
た
が
、
結
局
、
医
療
機
関

側
は
全
面
的
に
過
誤
を
認
め

て
、
患
者
の
症
状
固
定
後
に
示

談
し
た
。

　
Ｑ
、
4
月
の
改
定
で
、
9
月

30
日
ま
で
経
過
措
置
の
取
扱
い

に
な
っ
て
い
る
点
数
を
算
定
し

て
い
ま
す
。
10
月
1
日
以
降
も

引
き
続
き
算
定
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
9
月
30
日
ま
で
経
過
措

置
の
取
扱
い
に
な
っ
て
い
る
点

数
で
、
10
月
1
日
以
降
も
引
き

続
き
算
定
す
る
場
合
に
届
出
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
点
数
が
あ

り
ま
す
。

　
上
記
点
数
の
届
出
に
関
す
る

厚
生
労
働
省
の
事
務
連
絡
が
9

月
5
日
に
出
さ
れ
、
10
月
6
日

（
0
歳
男
児
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
母
親
は
30
歳
代
後
半
で
初
産

婦
。
前
期
破
水
し
て
骨
盤
位
で

あ
っ
た
の
で
、
産
婦
人
科
医
師

3
人
と
麻
酔
科
医
師
1
人
に
よ

る
緊
急
帝
王
切
開
を
施
行
し

た
。
臀
部
が
発
露
す
る
ま
で
は

若
干
手
間
取
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
は
ス
ム
ー
ズ
に
娩
出
し
た
。

男
児
の
Ａ
Ｐ
ス
コ
ア
は
10
点
、

体
重
2
8
6
0
ｇ
で
観
察
異
常

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
2
日
後
に
右
下
腿
浮
腫
を

認
め
、
そ
の
後
右
大
腿
腫
脹
が

著
明
と
な
り
、
整
形
外
科
を
受

診
し
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
―
Ｐ
上
、

右
大
腿
骨
骨
幹
部
骨
折
が
判
明

し
た
。

　
患
者
側
は
、
当
初
、
カ
ル
テ

開
示
の
要
求
を
し
た
が
、
実
際

に
は
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十

分
な
治
療
を
医
療
機
関
に
求
め

た
後
に
賠
償
請
求
し
て
き
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
男

児
の
骨
折
は
娩
出
時
に
右
大
腿

新
生
児
骨
折
、院
内
の
人
間
関
係
に
も

医
事
紛
争
の
火
種
あ
り
！

　
区
別
と
差
別
の
違
い
の
一
つ

は
、
後
者
は
人
権
侵
害
を
伴
う
こ

と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
人

権
は
、
我
が
国
の
憲
法
に
お
い

て
、
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
関
し
て
7
月
24
日
、

国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
は
日
本

政
府
に
対
し
、
18
項
目
に
及
ぶ
最

終
見
解
に
も
と
づ
く
勧
告
を「（
今

ま
で
に
出
さ
れ
た
）
多
く

の
勧
告
が
実
行
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
遺
憾
」
と
強

い
文
言
を
付
加
し
て
出
し

た
。
こ
れ
に
は
「
福
島
原

子
力
災
害
」「
特
定
秘
密

保
護
法
」「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
福
島
原
子
力
災
害
」
で
は
、

国
連
人
権
委
員
会
グ
ロ
ー
バ
ー
特

別
報
告
を
受
け
、
政
府
が
許
容
す

る
公
衆
の
被
曝
限
度
・
年
間
20
ｍ

Sv
が
高
く
、
ま
た
数
カ
所
の
避
難

区
域
が
そ
れ
を
解
除
さ
れ
、
放
射

能
に
高
度
に
汚
染
さ
れ
た
地
域
に

帰
還
す
る
選
択
肢
し
か
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
、
放
射
線

量
レ
ベ
ル
の
情
報
を
提
供
し
、
生

命
保
護
に
必
要
な
す
べ
て
の
措
置

を
講
じ
、
放
射
能
の
レ
ベ
ル
が
住

民
に
リ
ス
ク
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合

以
外
は
避
難
区
域
の
指
定
を
解
除

し
な
い
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。

　
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
で
は
、

秘
密
事
項
の
定
義
が
曖
昧
で
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
人
権
擁
護
活

動
家
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し

う
る
重
罪
を
科
し
て
い
る
こ
と
を

懸
念
し
、
国
連
自
由
権
規
約
・
表

現
の
自
由
の
基
準
を
満
た
す
よ

う
、
秘
密
の
定
義
を
狭
め
、
国
家

の
安
全
を
害
し
な
い
公
益
を
目
指

し
た
情
報
を
流
布
し
た
個
人
が
刑

罰
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
勧
告
し
て
い
る
。

　
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
」
で
は
、

朝
鮮
・
韓
国
人
、
中
国
人
な
ど
日

本
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
・

グ
ル
ー
プ
へ
の
憎
悪
や
差
別
を
扇

動
し
て
い
る
言
動
と
、
こ
れ
ら
に

対
す
る
刑
法
・
民
法
上
の
対
応
が

不
十
分
な
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る

（
勧
告
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
も
の
と
同
一
趣
旨
）。

　
ま
た
こ
れ
に
続
い
て
8
月
29

日
、
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会

は
日
本
政
府
に
対
し
、
ヘ
イ
ト
・

ス
ピ
ー
チ
（
デ
モ
の
際
に
公
然
と

行
わ
れ
る
人
種
差
別
や
、
メ
デ
ィ

ア
上
の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
な

ど
）
に
毅
然
と
対
処
し
、（
そ
う

し
た
行
為
へ
の
捜
査
と
訴
追
、
こ

れ
を
煽
る
官
僚
・
政
治
家
へ
の
制

裁
な
ど
）
法
律
で
規
制
す
る
よ
う

最
終
見
解
に
も
と
ず
く
勧
告
を
出

し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
厳
し
い
法
規
制
、
ア

メ
リ
カ
で
は
厳
し
い
社
会
的
制
裁

が
加
え
ら
れ
る
一
方
、
日
本
政
府

は
「
表
現
の
自
由
」
へ
の
抵
触
を

理
由
に
消
極
的
で
あ
っ
た

が
、
人
種
差
別
の
扇
動
は

「
表
現
の
自
由
」
に
含
ま

れ
な
い
と
切
り
捨
て
ら
れ

た
と
い
う
。

　
「
わ
れ
ら
は
、
平
和
を

維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と

偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し

よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に

お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め

た
い
と
思
ふ
」（
憲
法
前
文
）。
そ

し
て
こ
れ
は
身
近
な
問
題
で
も
あ

る
。

 

（
理
事
　
飯
田 

哲
夫
）

差

別

と

人

権

　
1
9
8
7
年
8
月
に
開
催
さ

れ
た
「
核
戦
争
に
反
対
し
、
核

兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医

学
者
の
集
い
」
で
結
成
さ
れ
た

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会

（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）。
全
国
の
医
師
・

医
学
者
が
会
員
と
な
り
、
保
団

連
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
で
は
、
2
0
1
1

年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原

発
問
題
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
、
活
動
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
財
政
的
な
基
盤
強
化

も
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

会
員
拡
大
、
経
費
見
直
し
と
並

行
し
て
、
特
別
カ
ン
パ
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

 

カ
ン
パ
振
込
先

　
郵
便
振
替
：
口
座
番
号
0
0

1
7
0‒

7‒

5
6
7
6
4

　
名
義
：
反
核
医
師
・
医
学
者

の
つ
ど
い

　
銀
行
振
込
：
り
そ
な
銀
行　

新
都
心
営
業
部
支
店　
口
座
番

号
1
5
5
7
5
0
2

　
口
座
名
義　
反
核
医
師
医
学

者
の
集
い

　
※
振
込
金
額
は
い
く
ら
か
ら

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、panw

@
doc-net.or.jp/

☎
0

3
・
3
3
7
5
・
5
1
2
1
ま

で

　
保
団
連
新
聞
で
昨
年
5
月
か

ら
連
載
の
小
説
「
い
し
ゃ
先

生
」
の
映
画
化
が
正
式
に
決
定

し
た
。
小
説
の
舞
台
の
山
形
県

西
川
町
で
は
、
衣
装
や
美
術
の

制
作
な
ど
、
準
備
が
着
々
と
進

ん
で
い
る
。

　
「
い
し
ゃ
先
生
」
は
、
昭
和

の
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

当
時
無
医
村
だ
っ
た
山
形
県
西

川
町
大
井
沢
地
区
で
地
域
医
療

に
尽
力
し
た
医
師
、
志
田
周
子

の
活
躍
を
描
い
た
も
の
。

　
保
団
連
も
映
画
制
作
に
協
力

し
、
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及
、
制
作
資

金
の
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。◇　　

　
◇

　
「
志
田
周
子
の
生
涯
を
銀
幕

に
甦
ら
せ
る
会
」
で
は
、
映
画

化
に
向
け
て
の
制
作
資
金
を

募
っ
て
い
ま
す
。

一
口
5
0
0
0
円
か
ら

　
振
込
先
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

0
2
2
5
0‒

9‒

1
3
5
6

1
1 
志
田
周
子
の
生
涯
を
銀

幕
に
甦
ら
せ
る
会

　
連
絡
先　
☎
0
2
3
7
・
7

4
・
3
1
3
1

shogai@
tow
n.nishika

w
a.yam

agata.jp
http://w

w
w
.sidachika

ko.com
/

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）

活
動
強
化
の
た
め
の
特
別
カ
ン
パ
に
ご
協
力
を

地
域
医
療
に
尽
力
し
た
女
性
医
師
描
く

「
い
し
ゃ
先
生
」映
画
制
作
資
金
へ
ご
協
力
を

　
Ｑ
、
総
鉄
結
合
能
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ

Ｃ
）（
Ｒ
Ｉ
Ａ
法
）、
不
飽
和
鉄

結
合
能
（
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）（
Ｒ
Ｉ

Ａ
法
）
を
実
施
し
た
場
合
の
算

定
の
注
意
点
は
あ
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
6
月
30
日
に
出
さ
れ
た

訂
正
通
知
に
よ
り
、
総
鉄
結
合

能
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）（
Ｒ
Ｉ
Ａ

法
）、
不
飽
和
鉄
結
合
能
（
Ｕ

Ｉ
Ｂ
Ｃ
）（
Ｒ
Ｉ
Ａ
法
）
を
実

施
し
た
場
合
は
、
他
の
検
査
で

代
替
で
き
な
い
理
由
を
レ
セ
プ

ト
の
摘
要
欄
に
記
載
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
留
意

下
さ
い
。

ま
で
に
届
出
書
を
近
畿
厚
生
局

京
都
事
務
所
に
提
出
す
れ
ば
、

10
月
1
日
に
遡
っ
て
算
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

　
詳
細
は
、
9
月
25
日
発
行
の

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
を
ご
確
認

下
さ
い
。

2
0
1
4
診
療
報
酬
改
定

の
経
過
措
置
に
つ
い
て

総
鉄
結
合
能
・
不
飽
和
鉄

結
合
能
を
実
施
し
た
場
合

の
注
意
点
に
つ
い
て

法人カードを持てます!
　京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医協
会の会員は個人・
家族・法人カード
とも年会費は永久
無料です。
　また、個人診療
所の会員も事業用決済カードとして法人
カードを申し込むことができます。
　法人カードの申込書類が必要な方
は協会事務局までご連絡下さい。

個人診療所も

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
医
療

施
設
静
態
調
査
」
お
よ
び
「
受

療
行
動
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
各
調
査
に
関
す
る
調
査
要
綱

と
記
入
票
は
、
京
都
府
よ
り
医

療
機
関
宛
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
施
設
静
態
調
査
等
調
査
へ
の
ご
協
力
を

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 9 月 2 0 日 第 2 9 0 5 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 5日･20日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例

4



９
条
京
都
の
つ
ど
い

 

２
０
１
４

　
日
　
時　
9
月
26
日
（
金
）

午
後
6
時
30
分
〜（
開
場　
午

後
6
時
）

　
場
　
所　
京
都
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
参
加
費　
無
料

　最高裁を頂点とする全国各地の裁判所は、医療事故の発生と医療
過誤訴訟の頻発に関して、その根源に遡った原因の究明と対策の示
唆、提言につきこれまで何程のことをしてきたのか、良く分からな
い。その役割の限界を考えても疑問なしとしない。専門的な医療の
ことは、司法の埒外であり、個々の事件を離れた医学にわたる意見
は軽々しくは述べられない。裁判所は患者の生命、身体に対する権
利侵害の有無を法的規範に照らして判断するだけが使命だと割り
切っているかの如きである。
　裁判所は、医療事故防止
のための対策の確立とし
て、医療体制の点検と改
善、現場における医療倫理
の確立、医師らの教育と研
修、医療情報の隔てなき開
示などなど、個別過誤事件
を担当した個々の裁判官
の機会を得た発言や提言
が、もっとあって然るべきと思う。それあってこそ臨床現場の改善
に繋がろう。しかし、そのようなものは見られず、個々の事件処理
として医療機関に対する金銭的賠償責任追及としての賠償金額算定
のみに終始している現状である。所詮、個別事件の対症療法的処理
に止まっており、そこから一歩も出ていない。医療は、生命に対す
る侵襲を不可避的に伴うことによる「医療の不確実性」を回避でき
ない。そのような医療訴訟が、「高い専門性」のゆえに、民事紛争
の中では、判断が最も困難な事件類型であることは、司法界で認識
が定着している。その壁を打開し、改革しようとの意識・発想がな
かなか出てきていない（司法の消極主義）。
　裁判関係者が、良心的であればあるほど医療過誤訴訟の領域とす
る問題の困難さ、複雑さ、深刻さをも自覚するはずである。「安全
な医療」と裏腹の身体へのダメージ（危険）を伴う「医療の不確実
性」を知るだけでも、事故に対する観点がもっと多面的となろう。
本年６月18日、医療事故調査制度に係る法案が成立した。新たな事
故調査制度の発足で医療現場がどう変わるのか。また医療過誤裁判
の現状に関わりが出るのか。

医療訴訟に期待するもの

　
こ
の
度
、
保
険
医
年
金
の
受

託
生
保
会
社
の
一
つ
で
あ
る
ソ

ニ
ー
生
命
か
ら
団
体
年
金
の
運

用
方
針
を
変
更
し
、
予
定
利
率

を
1
・
25
％
か
ら
0
・
50
％
に

引
き
下
げ
る
と
の
通
知
が
来
ま

し
た
。
こ
の
た
め
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
で
は
、
加
入
者
各

位
の
利
益
保
護
の
た
め
、
ソ

ニ
ー
生
命
を
受
託
会
社
か
ら
除

外
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
今
秋
普
及
よ
り

ソ
ニ
ー
生
命
は
普
及
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
同
時
に
、
10
月
1
日
か

ら
各
受
託
会
社
に
割
り
振
る
責

任
準
備
金
の
引
受
割
合
（
シ
ェ

ア
）
を
下
記
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
他
の
受
託
会
社
は
予
定
利
率

を
変
更
し
な
い
た
め
、
今
回
の

シ
ェ
ア
変
更
を
行
っ
て
も
保
険

医
年
金
の
加
重
平
均
予
定
利
率

は
1
・
2
5
9
％
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
加
入
者

の
積
立
金
へ
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
受
給
中
の

方
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
開

始
時
の
予
定
利
率
で
運
用
さ
れ

る
た
め
、
今
後
も
受
給
額
へ
の

影
響
は
受
け
ま
せ
ん
。

　
加
入
者
各
位
に
は
、
10
月
下

旬
頃
に
送
付
す
る
個
別
通
知
で

あ
ら
た
め
て
案
内
す
る
予
定
で

す
。
本
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
協
会
ま

日　時　10月4日（土）　午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
参加費　無料・要申込（定員60人）

食の安全について考えよう！「フード・インク」上映会食の安全について考えよう！「フード・インク」上映会
環境対策学習会

　身体によいオーガニック・フードとスーパーに並ぶお手頃価格の“フード”。同じ野
菜や肉のはずなのに、この価格の差はどこから？　アメリカの食の工業化の実情を描い
た「フード・インク」から「食の安全」について学び、一緒に考えたいと思います。

日　時　10月19日（日）　午後２時～５時
場　所　京都府保険医協会・会議室
内　容　①開業を成功に導くための秘訣～押さえておくべきポイント～

廣井増生税理士事務所所長　廣井 増生氏
　　　　②先輩開業医からのアドバイス なかい耳鼻咽喉科院長　中井 　茂氏
　　　　③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
　　　　※診療所向け電子カルテのデモも行います。
参加費　会員：無料、非会員：2,000円　　　　定　員　30人
共　催　有限会社アミス　　　　協　賛　株式会社ビー・エム・エル

開業に必要な情報が盛りだくさんの講習会です!!開業に必要な情報が盛りだくさんの講習会です!!
新規開業予定者のための講習会

日　時　10月19日（日）　午前９時30分～午後４時頃（雨天決行）
参加費　5,000円（拝観料、昼食代含む）
集　合　午前９時30分　京阪「宇治」駅　改札口前（現地解散予定）
主　催　有限会社アミス　　　協　賛　京都府保険医協会

文化ハイキング  秋の宇治の史跡を巡る
　午前中は、放生院（宇治川断碑）、源氏物語ミュージアム、宇治上神社などをめぐり、
「花やしき浮舟園」で昼食。午後は平等院などを訪ね、「上林三入」では、自分で純正抹
茶を石臼でひき、ひきたてのお抹茶を味わう体験をします。

日　時　10月22日（水）　午後２時～４時30分
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容　①クリニックのカラーコーディネイト～色彩心理学を用いた癒しの空間づくり
　　　　講師　乾 真理子氏（メディカル・スペースデザイン株式会社　代表取締役社長）

　　　　②加入していてよかった保険医協会の休業補償
北川眼科医院院長　北川 厚子氏（山科）

共　催　有限会社アミス　 ひろせ税理士法人

♪ 楽しく学んで、食べておしゃべり♪♪ 楽しく学んで、食べておしゃべり♪
　第２回目は、患者さんの不安を少しでも取り除き、リラックスして受診して頂けるよう
な快適な空間創り、そして、クリニックのスタッフが気持ちよく働ける職場創りをカラー
コーディネーターが色彩心理学を用いてご提案します。

医業経営情報交流カフェ　第２回ミーミーサロン

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
変
更
日
〉

　
2
0
1
4
年
10
月
1
日

〈
変
更
後
の
引
受
割
合
〉

　
三
井
生
命 

　
24
・
19
％

　
明
治
安
田
生
命　
32
・
91
％

　
富
国
生
命 

　
18
・
08
％

　
日
本
生
命 

　
14
・
67
％

　
太
陽
生
命 

　
7
・
65
％

　
第
一
生
命 

　
2
・
50
％

　
内
　
容　
ラ
イ
ブ・シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
鈴
木
君
代
さ

ん
／
講
演
「
今
、
憲
法
を
考
え

る
〜
集
団
的
自
衛
権
な
ど
に
ふ

れ
な
が
ら
〜
」
講
師
・
伊
藤
真

さ
ん
／
活
動
の
報
告
と
今
後
の

と
り
く
み
等
、
京
都
・
平
和
ア

ピ
ー
ル
2
0
1
4

　
主
　
催　
憲
法
9
条
京
都
の

会
（
☎
0
5
0
・
7
5
0
0
・

8
5
5
0
）

医
療
事
故
調
査
制
度
の
発
足

と
医
療
現
場
の
対
応

　
日
　
時　
10
月
18
日
（
土
）

午
後
1
時
〜
5
時

　
場
　
所　
京
都
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
・
西
地
区
4
号
館
2
階

　
内
　
容　
「
医
療
事
故
調
査

制
度
」
樋
口
範
雄
氏
（
一
般
財

団
法
人
日
本
医
療
安
全
調
査
機

構
運
営
委
員
会
委
員
長
、
東
京

大
学
教
授
）／「
医
療
現
場
で
の

対
応
」
松
村
由
美
氏
（
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
安
全

管
理
室
室
長
）／「
医
療
現
場
で

の
対
応
」
細
田
悟
氏
（
大
田
病

院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医

長
、
東
京
保
険
医
協
会
勤
務
医

委
員
会
委
員
長
、
全
国
保
険
団

体
連
合
会
理
事
）／「
患
者
側
の

視
点
か
ら
」
石
川
寛
俊
氏
（
関

西
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教

授
、
弁
護
士
）／
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答

　

参
加
費　
「
医
療
と
法
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」会
員
無
料
、一
般

（
非
会
員
）1
0
0
0
円（
税
込
）

※
10
月
3
日
ま
で
に
主
催
団
体

に
詳
細
を
問
合
せ
の
上
、
お
申

込
み
下
さ
い
。

　
主
　
催　
一
般
財
団
法
人
比

較
法
研
究
セ
ン
タ
ー「
医
療
と

法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
事
務
局
☎

0
7
5
・
3
1
5
・
9
9
2
2
、

フ
ァ
ク
ス
0
7
5
・
3
1
5
・

9
9
3
0
 メ
ー
ル：m

edical-
legal@

kclc.or.jp

）

加
入
者
積
立
金
へ
の
影
響
は
な
し

引
受
割
合（
シ
ェ
ア
）変
更
の
お
知
ら
せ

保険医年金

医
療
と
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
４
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

お申込み・問い合わせは協会まで（☎075－212－8877）!

本
号
に
保
険
医
年
金
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
加

入
を
ご
検
討
下
さ
い
。

莇
　 

立 

明
（
弁
護
士
）

医
療
訴
訟
の
傾
向
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

⑩ （
最
終
回
）

基金
国保

９日
（木）

10日
（金） 労災

10日
（金）

○ ◎（※） ◎（※）

10月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日
（※）オンライン請求の場合は10日(金)24:00迄。
受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　労災  午前９時～午後５時

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 9 月 2 0 日第 2 9 0 5 号 京 都 保 険 医 新 聞毎月 5日･20日･25日発行 ( 4 )


